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　日本海は太平洋より約45cm水
位が高いので、津軽海峡は常に早
い海流が流れています。海峡に面
した北通り地域からは間近に北海
道を望むことができます。
　一方、陸奥湾に面したむつ市川
内町、脇野沢は静かな天国の海岸
線と言っても過言では無い穏やか
な海越しに、八甲田連峰や岩木山
を見ることができます。
　仏ヶ浦を擁する佐井村からは、
津軽半島が望めます。特に海峡に
沈む夕日は素敵です。
　東通村からは雄大で荒々しい太
平洋と水平線が望めます。
　このように、下北半島はその地
形により、地域毎に様々な景色を
望むことができる我が国でも希有
な地域です。

　海岸部から山間部に入れば、恐
山や宇曽利山湖、薬研渓流、川内
川渓谷、かわうち湖など四季折々
に変化する自然の妙を体験するこ
とができます。一方、市街地を流
れる田名部川、新田名部川沿いの
遊歩道からは、山頂に自衛隊レー
ダー基地を冠する釜臥山を見るこ
とができ、大湊では自衛隊艦船を
間近に見ることができます。

さわやかな風、雄大な景色、

歴史や風土に思いをはせながら、素敵な下北半島を歩きましょう。

下北半島は、素晴らしい景
観や風土を有しています。
この下北半島フィールドマッ
プを片手にぜひ下北半島を
歩いてみましょう。



む つ
地区1

　むつ市内には人気のウォーキングコースが
たくさんあります。
　斗南藩士上陸の地、史跡地、藩庁があった
円通寺、徳玄寺など旧会津藩に関わる歴史や、
大湊駅から艦船が間近に見える宇田八幡宮ま
で続く海沿いの道、スキー場からの抜群の眺
め、釜

かまふせやま

臥山展望台から半島の形を一望できる
絶景、田名部川沿いの遊歩道、由緒ある寺社
など、むつ市の魅力を歩いてみましょう。
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むつ市のシンボル釜
かまふせやま

臥山 新田名部川沿いの遊歩道 2
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❶田名部神社

　勧請の年代はつまびらかでないが、康永四年
（1345）の銘がはいった鰐口（神社・仏閣の堂前
につるした布の綱を引いて打ち鳴らす金属製の
具）が残されていたと伝えられている。明治６年、
田名部館跡にあった八幡宮に合祀されたが、い
くらも経たずに現在地に復し、明治９年に田名
部神社と名を改めた。
　８月18～20日に行われる田名部祭りは下北一
の祭り。20日の神輿渡御行列には、横迎町の稲荷
山、小川町（こがわまち）の猩々山（しょうじょう
やま）、柳町の大黒山、本町の蛭子山、新町の香
爐峯（こうろほう）と、五つの町内の山車が続き、
深夜11時過ぎの五社分かれで終了する。

❷常念寺

　浄土宗、山号は不退山。慶長元年（1596）の草
創といわれ、磐城の専称寺（福島県いわき市）八
世・良潜の法子・龍山の開山と伝わる。龍山は良
翁と号し、この人が八戸の櫛引から移したとも
いわれている。延宝３年（1675）、田名部の大火
で類焼し、延宝６年に四世良法月西が入山して、
貞享３年（1686）になって再建が成就した。寛永
９年（1632)、南部28代重直が田名部巡視のと
き御仮屋にあてられた。また、安永９年（1780）
には、恐山支配をめぐって円通寺と争った蓮花
寺を預かっている。
　本尊の阿弥陀如来座像は、国の重要文化財指
定を受けている。ほかに、円空の作という観世
音菩薩像がある。

❸大覚院熊野神社

　大覚院の祖先は肥前出身の大宝院真如坊で、
大永４年（1524）来村し、釜臥山嶽大明神を管掌
することになった。
　観音像は、現在の大覚院境内の川沿いに鎮座
した薬師堂に安置されていたらしいが、この馬
頭観音は火伏せに御利益のある観音で、のちに
隣接する円通寺慈眼堂に移安された。また大覚
院の神殿には、16番札所の十一面観音が御神体
として祀られている。33観音巡礼、29番札所。

❹代官山公園

　かつて江戸時代の盛岡南部藩時代には、田名
部代官所が置かれていたが、それ以前の歴史や
文化については明確ではない。太平洋戦争以前
には、田名部高等女学校が置かれ、後に田名部
小学校、その後「代官山公園」となり、今日に至っ
ている。また、「高野槇」が公園中央にシンボルツ
リーのように存在感を示している。

白鳥橋新小川橋大覚院熊野神社からの景色（ホテルニューグリーン方向）大覚院熊野神社からの景色（水月旅館方向）5
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❻円通寺

　曹洞宗、山号は吉祥山。大永２年（1522）創建。
下総国（千葉県）東昌寺の末寺として東昌寺三世
覚翁能正の弟子・宏智聚覚（こうちじゅがく）の
開山といわれる。開基の根城南部氏は聚覚のす
すめに従い、蠣崎の乱を平定した十三代政経追
善のため創建したともいわれる。
　貞観四年（862）に慈覚大師開山の伝説が残る
恐山は、円通寺開山の聚覚によって再興され恐
山菩提寺となり、地蔵堂を含む恐山全山が円通寺
の所管となった。元禄年間（1688～1704）、恐
山はもともと天台宗のものとする田名部蓮花寺と
の間に、恐山支配をめぐっての争いが起こった
が、安永９年（1780）、蓮花寺は常念寺にお預け
となり恐山の支配権は円通寺のものと決まった。
　寛政11年（1799）に十三世千明冠古が、恐山
の檜1559本をもらい受け、円通寺本堂と庫裡、
山門を再建した。冠古は菅江真澄（すがえます
み）と交遊し、よく俳諧を好んだ。なお享保11年
（1726）、寺領五十石を受けている。明治四年の
斗南藩移封のとき、藩主松平容大（まつだいらか
たはる）の仮館となった。本尊は釈迦牟尼で、本
堂わきの慈眼堂に観世音菩薩が安置されている。

❺イベント広場

　屋外多目的イベント広場で、陸奥湾特産のほ
たてをモチーフとしたオープン構造となってい
る。幅15メートル、奥行４メートルのステージ
もあり、各種集会・イベント等に利用できる。
　イベント広場の向かいにはレストランや土産
物店のある「むつ下北観光物産館（まさかりプラ
ザ）」、隣には下北の観光・物産などの情報発信施
設「むつ来さまい館」がある。

❼徳玄寺

　浄土真宗大谷派、本尊は弥陀如来。文禄３年
（1594）に加賀の僧保玄が石沢（三戸郡倉石村）に
庵を立て、保玄没後、子の専受が寛永２年（1625）
に田名部赤平に移して再興したといわれる。そ
の後明暦年間（1655～58）に現在地に移ったと
される。
　現在の本堂は安政３年（1856）の建立。境内
にはむつ市出身の映画監督川島雄三の碑があり、
ほかに、明治の初め、廃寺となった蓮花寺から
徳玄寺に移した芭蕉の句碑がある。
　斗南藩移封時には斗南開発の館として利用さ
れた。

むつ来さまい館映画監督川島雄三の碑（徳玄寺）大橋代官橋 6
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❽大平神明宮
　元和元年（1615）氏子の歓請にして鎮座。
明治維新前は神明社と称え、氏子・崇敬者に
信仰された。明治８年２月28日に神明宮と
改号し村社に、明治40年４月19日、神饌幣
帛料供進指定神社となる。
　祭典後神楽の奉納、船山車が町内を運行
する。境内には夜店が並び賑わう。

❿近川稲荷神社
　金刀比羅神社
　祭神は倉稲魂命と大物主命。明治時代、
両者とも廃社となったが、ほどなく元に戻
り同じところに祀られた。
　金刀比羅神社には船絵馬が所蔵されてあ
る。

❾斗南藩士上陸の地
　明治３年６月10日、新潟から海路をたどっ
て藩士達が上陸した地のひとつがここ。石
碑は平成２年、会津鶴ヶ城の石垣に使用さ
れている慶山石を用い、会津若松市を望む
方角に設置された。
　碑文の揮ごうは会津松平家第13代当主松
平保定氏によるもの。

　大湊湧水群
　大湊地区は後ろに釜臥山を控えて豊富な水を
蓄えており、海沿いの道にはいたるところに湧
水がある。誰でも気軽に飲めるようにコップが
用意されて名前もついているところもあるので、
坂の散策とあわせて湧水を探しながら歩く人も
多い。名前のついている場所は８ヶ所。
　①蕩蕩水	 ②三山水
　③稲荷神社清水	 ④安渡の湧水
　⑤和（なごみ）の水	 ⑥和戸野水
　⑦麓の湧水	 ⑧釜臥の恵み

　釜臥山を間近に仰ぎ見ることができる
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⓫

⓬

⓭

大湊海沿いエリア

⓫常楽寺
　釜臥山を目の前にする常楽寺は、従前はむ
つ市田名部字念仏車に建立されていた。応永
３年（1396）４月紀州根来山の所化、良海が
草創したといわれ、旧南部藩領に属する田名
部代官所の館に勧請せる八幡宮の別当所ある
いは祈祷寺として、南部藩の加護を得た寺院
だった。明治の初めに現むつ市大湊へ移転、
真言宗の釈迦山神宮寺に合併され八峰山常楽
寺と改めた。
　円空作の如来像があり、県重宝の指定を受
けている。

⓭稲荷神社（川守）
　寛政３年（1792）川守村氏子の再建と伝え
られる。明治維新前は稲荷大明神と称えられ、
明治８年２月28日に稲荷神社と改号し村社と
なる。毎年９月の例祭には神楽の先導のもと、
献幣使参進し斎行、神楽が奉納され船山車が
町内を運行し賑わう。

⓬兵
ひょうす

主神社
　延宝７年（1679）の再建とされている。祭
神は伊弉諾命。釜臥山下居兵主大明神ともい
う。伝説によると、貞観年中（859～877）、
慈覚大師巡錫してこの地に至り、釜臥山に
上ったときに鴉が釜臥山を越えて北方に去る
のを見て、行く手に必ず平地があり、霊場に
ふさわしい場所があろうと思い山上に座禅す
ること二十日にして、釈迦如来、薬師如来の
像を刻み、山上に安置、そして遂に恐山を開
くことができたという。後に正一位釜臥山嶽
大明神と号し、恐山の奥院と称した。修験田
名部大覚院で司り、その後の変遷があって、
明治２年の神仏混淆の命により兵主神社と改
め、大湊の鎮守となった。
　ここは釜臥山の表参道に位置し、登山参拝
者が禊をするならわしであった。正津川（大
畑町）にある光主神社が裏参道の下氏宮にあ
たる。神社が所蔵する奉納船絵馬は、むつ市
の指定文化財になっている。旧村社。

大湊のシンボル 一本杉

　大湊小学校の海沿いの壁にはねぶた絵など
のレリーフがある。
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